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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第41期

前第１四半期
連結累計(会計)期間

第42期
当第１四半期

連結累計(会計)期間
第41期

会計期間
自　平成21年２月21日
至　平成21年５月20日

自　平成22年２月21日
至　平成22年５月20日

自　平成21年２月21日
至　平成22年２月20日

売上高 (百万円) 68,149 65,841 279,397

経常利益 (百万円) 1,259 925 5,968

四半期(当期)純利益 (百万円) 100 325 2,359

純資産額 (百万円) 74,551 76,016 76,213

総資産額 (百万円) 137,090 134,642 135,149

１株当たり純資産額 (円) 1,667.72 1,700.10 1,704.49

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 2.25 7.27 52.79

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 54.4 56.5 56.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,971 414 12,302

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,953 △1,109 △5,918

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,269 △540 △3,522

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 10,217 9,556 10,791

従業員数 (人) 2,225 2,242 2,218

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内

容に重要な変更はありません。 

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年５月20日現在

従業員数(人) 2,242 [　8,085]

(注)　従業員数は就業人員であり、パートタイマー数は[　]内に当第１四半期連結会計期間平均雇用人員数（一般従業員

の標準勤務時間数から換算した人員数）を外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年５月20日現在

従業員数(人) 1,780 [ 6,882]

(注)　従業員数は就業人員であり、パートタイマー数は[　]内に当第１四半期会計期間平均雇用人員数（一般従業員の標

準勤務時間数から換算した人員数）を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産、受注の状況

該当事項はありません。
　
(2) 販売実績

①　事業部門別売上高

当第１四半期連結会計期間における売上高を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年２月21日
　　至　平成22年５月20日）

金額(百万円) 前年同四半期比(％)

小売事業 65,238 96.6

その他の事業 603 98.5

合計 65,841 96.6

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　「その他の事業」については、主に外食事業の売上高を記載しております。

　
②　部門別営業収入

当第１四半期連結会計期間における営業収入を部門別に示すと、次のとおりであります。

　

部門別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年２月21日
　　至　平成22年５月20日）

金額(百万円) 前年同四半期比(％)

不動産賃貸収入 1,166 95.7

その他の営業収入 　 　

　配送受託手数料 1,199 97.0

　その他 76 81.2

小計 1,275 95.9

合計 2,442 95.8

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 仕入実績

当第１四半期連結会計期間における仕入高を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　

事業部門別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年２月21日
　　至　平成22年５月20日）

金額(百万円) 前年同四半期比(％)

小売事業 50,153 97.1

その他の事業 211 99.1

合計 50,365 97.1

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　「その他の事業」については、主に外食事業の仕入高を記載しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出企業を中心に設備投資は持ち直しの動きがみら

れるものの、雇用情勢の悪化による将来不安から個人消費は低迷し、非常に厳しい状況が続きました。

　小売業界におきましても、業態を越えた企業間競争の激化による客数減、及び消費者の生活防衛意識の高

まりによる客単価の下落が続き、非常に厳しい経営環境が続きました。

　このような状況のなか、当社は『意識改革なくして業務改革なし、業態に合わせた「価格戦略」「品揃え

方針」を明確にし、業界屈指の競争力を身につけよう』を本年度スローガンに掲げ、業務を進めてまいりま

した。業務改革については、組織変更により新たに『業務改革室』を設置し、全社ベースの業務の見直しに

着手いたしました。

　㈱オークワは、３月にスーパーセンター業態の「桜井店」（奈良県桜井市）、４月に兵庫県２店舗目とな

るＳＳＭ業態の「加古川野口店」（兵庫県加古川市）の２店舗を新設いたしました。また、ＳＣ業態の「名

張店」は２月にスーパーセンター業態に変更いたしました。

　当第１四半期連結会計期間の業態別の販売状況は、ディスカウントタイプの「スーパーセンター」業態と

高質スーパーの「メッサ」業態は比較的順調に推移しましたが、主力の「レギュラー」業態とディスカウ

ントタイプの「プライスカット」業態は、外部環境の悪化により、販売は低迷いたしました。この結果、全業

態ベースの既存店売上高は前年同期比94.1％となりました。

　連結子会社については、高質スーパーを主力とする㈱パレ、食品スーパーの㈱ヒラマツ、外食の㈱オーク

フーズの３社ともに減収ながら経費削減を徹底し３社計で増益を確保いたしました。特に、㈱ヒラマツは当

社の支援が奏功し、支援後初めて経常損益ベースで黒字に転換いたしました。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間における当社グループの営業収益（売上高及び営業収入）は、

682億83百万円（前年同期比3.4％減）、営業利益は８億30百万円（前年同期比31.5％減）、経常利益は９億

25百万円（前年同期比26.5％減）となり、四半期純利益は３億25百万円（前年同期比223.5％増）となりま

した。
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(2) 財政状態の分析

①　資産の部

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ５億６百万円減少し、1,346億

42百万円となりました。

　増減の内訳としては、流動資産では54百万円の減少であり、これは主に前連結会計年度末日が金融機

関休業日であったことにより債務支払が当期になったことなどで現金及び預金が12億35百万円減少し

た一方、受取手形及び売掛金が３億19百万円、商品及び製品が８億８百万円増加したことによるもので

あります。

　固定資産では４億51百万円の減少であり、これは主に新規開店に伴い、固定資産の「その他」に含ま

れる建設仮勘定が10億75百万円減少した一方、建物及び構築物が５億17百万円増加したことによるも

のであります。

②　負債の部

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ３億９百万円減少し、586億26

百万円となりました。

③　純資産の部

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１億96百万円減少し、760億

16百万円となりました。これは主に利益剰余金の減少によるものであります。 

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末と比べ、12億35百万円減少し、95億56百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであ

ります。

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期に比べ25億57百万円減少し、４億14百万円となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益が７億70百万円、非資金損益項目の減価償却費が13億74百万

円であった一方、たな卸資産の増加額が８億８百万円、法人税等の支払額が９億30百万円であったことに

よるものであります。

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ８億44百万円減少し、11億９百万円となりまし

た。これは主に、固定資産の取得による支出が10億52百万円であったことによるものであります。

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により使用した資金は５億40百万円（前年同四半期は12億69百万円の収入）となりました。

これは主に、長期借入れによる収入が10億円であった一方、短期借入金の純減少額が４億70百万円、長期

借入金の返済による支出が４億55百万円、配当金の支払額が５億59百万円であったことによるものであ

ります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）の事業上及び財務上

の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　①　重要な設備計画の変更

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　②　重要な設備計画の完了

前連結会計年度末に計画していた設備計画のうち、当第１四半期連結会計期間に完了したものは次

のとおりであります。 

　

会社名
事業所名
(所在地)

事業部門の名称 設備の内容
投資額
(百万円)

完了年月
直営売場
面積(㎡)

㈱オークワ

スーパーセンターオークワ
桜井店
(奈良県桜井市)

スーパーマーケット事業 新設店舗 1,428平成22年３月 7,490

加古川野口店
(兵庫県加古川市) 〃 〃 527平成22年４月 2,174

(注) １　上記の金額には、消費税等は含めておりません。

２　上記の金額には、リース資産、敷金及び差入保証金を含めております。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 159,605,000

計 159,605,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年５月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年７月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 45,237,29745,237,297

東京証券取引所
（市場第一部）
大阪証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
1,000株

計 45,237,29745,237,297― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

当社は、平成21年５月14日開催の第40回定時株主総会において、取締役に対する株式報酬型ストックオ

プション制度を創設し、会社の業績に応じ取締役に対して新株予約権を交付することを決議しておりま

すが、第40回定時株主総会以降、新株予約権の交付はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年２月21日～
平成22年５月20日

─ 45,237 ─ 14,117 ─ 14,027

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

EDINET提出書類

株式会社オークワ(E03119)

四半期報告書

 8/22



(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成22年２月20日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年２月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）
普通株式 524,000

―
株主として権利内容に制限の
ない、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 44,052,000
　

44,052同上

単元未満株式 普通株式 661,297
　

― 同上

発行済株式総数 45,237,297 ― ―

総株主の議決権 ― 44,052 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式293株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年２月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社オークワ

和歌山県和歌山市中島185番地の３ 524,000 ─ 524,000 1.16

計 ― 524,000 ─ 524,000 1.16

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　３月 　４月 　５月

最高(円) 944 1,1001,054

最低(円) 844 930 850

（注）１　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第一部におけるものであります。

 ２　当該四半期累計期間における月別最高・最低株価は、毎月１日から月末までのものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間（平成21年２月21日から平成21年５月20日まで）は、改正前の四半期連

結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成22年２月21日から平成22年５月20日まで）及

び当第１四半期連結累計期間（平成22年２月21日から平成22年５月20日まで）は、改正後の四半期連結財

務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成21年２月

21日から平成21年５月20日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年

２月21日から平成22年５月20日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年２月21日から平成22年５

月20日まで）に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,267 11,503

受取手形及び売掛金 1,785 1,465

商品及び製品 10,734 9,926

その他 2,774 2,721

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 25,558 25,612

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 45,375 44,857

土地 37,099 37,091

その他（純額） 4,216 5,079

有形固定資産合計 ※１
 86,691

※１
 87,028

無形固定資産

のれん 2,270 2,451

その他 4,582 4,563

無形固定資産合計 6,852 7,014

投資その他の資産

その他 15,994 15,946

貸倒引当金 △453 △453

投資その他の資産合計 15,540 15,492

固定資産合計 109,084 109,536

資産合計 134,642 135,149

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,741 14,639

短期借入金 15,958 16,428

1年内返済予定の長期借入金 2,429 1,463

その他 12,297 12,984

流動負債合計 45,426 45,515

固定負債

長期借入金 5,148 5,570

退職給付引当金 124 118

その他 7,927 7,731

固定負債合計 13,200 13,420

負債合計 58,626 58,936
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 14,117 14,117

資本剰余金 15,025 15,026

利益剰余金 47,646 47,902

自己株式 △713 △714

株主資本合計 76,075 76,331

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △42 △96

繰延ヘッジ損益 △16 △22

評価・換算差額等合計 △59 △118

純資産合計 76,016 76,213

負債純資産合計 134,642 135,149
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年２月21日
　至 平成21年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年２月21日
　至 平成22年５月20日)

売上高 68,149 65,841

売上原価 51,298 49,556

売上総利益 16,850 16,284

営業収入

不動産賃貸収入 1,219 1,166

その他の営業収入 1,329 1,275

営業収入合計 2,549 2,442

営業総利益 19,399 18,726

販売費及び一般管理費 ※１
 18,187

※１
 17,896

営業利益 1,212 830

営業外収益

受取利息 2 －

持分法による投資利益 44 44

受取手数料 － 84

その他 134 78

営業外収益合計 181 208

営業外費用

支払利息 97 80

その他 36 32

営業外費用合計 134 113

経常利益 1,259 925

特別利益

前期損益修正益 － 2

賃貸借契約解約益 491 3

その他 77 0

特別利益合計 569 6

特別損失

減損損失 － 62

投資有価証券評価損 － 36

たな卸資産評価損 1,195 －

その他 264 62

特別損失合計 1,459 161

税金等調整前四半期純利益 369 770

法人税等 ※２
 288

※２
 445

少数株主損失（△） △19 －

四半期純利益 100 325

EDINET提出書類

株式会社オークワ(E03119)

四半期報告書

13/22



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年２月21日
　至 平成21年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年２月21日
　至 平成22年５月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 369 770

減価償却費 1,321 1,374

減損損失 － 62

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1 5

受取利息及び受取配当金 △9 △8

支払利息 97 80

投資有価証券評価損益（△は益） － 36

売上債権の増減額（△は増加） △164 △319

たな卸資産の増減額（△は増加） 638 △808

仕入債務の増減額（△は減少） 1,227 102

その他 1,181 90

小計 4,663 1,386

利息及び配当金の受取額 11 63

利息の支払額 △119 △105

法人税等の支払額 △1,583 △930

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,971 414

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △2,934 △1,052

敷金及び保証金の差入による支出 △83 △41

敷金及び保証金の回収による収入 973 80

その他 90 △96

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,953 △1,109

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 576 △470

長期借入れによる収入 2,000 1,000

長期借入金の返済による支出 △508 △455

配当金の支払額 △775 △559

その他 △22 △55

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,269 △540

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,287 △1,235

現金及び現金同等物の期首残高 7,929 10,791

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 10,217

※
 9,556
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【表示方法の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年２月21日　至　平成22年５月20日)

(四半期連結損益計算書関係)

  前第１四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました営業外収益の「受取利息」は、金額的重要性が

乏しいため、当第１四半期連結累計期間では営業外収益の「その他」に含めて表示しております。なお、当第１四

半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取利息」は２百万円であります。 

  前第１四半期連結累計期間において、営業活動以外で発生した各種の手数料収入は、営業外収益の「その他」

に含めて表示しておりましたが、財務諸表の比較可能性を向上するため、当第１四半期連結累計期間では「受取

手数料」として区分掲記することといたしました。なお、前第１四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」

に含まれる「受取手数料」は84百万円であります。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年２月21日　至　平成22年５月20日)

１　棚卸資産の評価方法

 

　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省

略し、前連結会計年度末の実施棚卸高を基礎として合理的な方法により算

定する方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定

方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年２月21日　至　平成22年５月20日)

税金費用の計算

 

　当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月20日)

前連結会計年度末
(平成22年２月20日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　

　 87,759百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　

　 86,626百万円

　２　偶発債務

　連結会社以外の会社に対して以下のとおり保証

を行っております。

(1) 銀行債務に対する保証

㈲マミー 98百万円

㈱サンライズ 267百万円

計 365百万円

(2) 買掛金に対する保証

㈱パーティハウス 37百万円

㈱勝浦オークワ 0百万円

計 38百万円

　２　偶発債務

　連結会社以外の会社に対して以下のとおり保証

を行っております。

(1) 銀行債務に対する保証

㈲マミー 99百万円

㈱サンライズ 295百万円

計 394百万円

(2) 買掛金に対する保証

㈱パーティハウス 17百万円

㈱勝浦オークワ 0百万円

計 18百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日 
  至　平成21年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年２月21日 
  至　平成22年５月20日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの　

従業員給料及び手当 6,485百万円

賃借料 2,841百万円

水道光熱費 1,454百万円

減価償却費 1,188百万円

退職給付費用 139百万円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの　

従業員給料及び手当 6,452百万円

賃借料 2,684百万円

水道光熱費 1,304百万円

減価償却費 1,256百万円

退職給付費用 78百万円

※２　法人税等の表示方法

　「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調

整額」を「法人税等」として一括掲記しておりま

す。

※２　左に同じであります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日 
  至　平成21年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年２月21日 
  至　平成22年５月20日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月20日現在）

現金及び預金 11,131百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △900百万円

担保に供している定期預金 △14百万円

現金及び現金同等物 10,217百万円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年５月20日現在）

現金及び預金 10,267百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △700百万円

担保に供している定期預金 △11百万円

現金及び現金同等物 9,556百万円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成22年５月20日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成22年２月21

日　至　平成22年５月20日)

　　 １　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 45,237,297

　

　　 ２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 524,581

　
　　 ３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

　　 ４　配当に関する事項

　　　 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月14日
定時株主総会

普通株式 581 13.00平成22年２月20日 平成22年５月17日 利益剰余金

　
 (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　　該当事項はありません。

　

　　 ５　株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年２月21日　至　平成21年５月20日)

小売事業の売上高及び営業利益がそれぞれ全セグメントの売上高合計及び営業利益合計の90％を超え

ておりますので、当セグメント情報の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年２月21日　至　平成22年５月20日)

小売事業の売上高及び営業利益がそれぞれ全セグメントの売上高合計及び営業利益合計の90％を超え

ておりますので、当セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年２月21日　至　平成21年５月20日)

在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年２月21日　至　平成22年５月20日)

在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年２月21日　至　平成21年５月20日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年２月21日　至　平成22年５月20日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年５月20日)

有価証券の当第１四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年５月20日)

記載すべき事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期連結会計期間(自 平成22年２月21日 至 平成22年５月20日)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年２月21日　至　平成22年５月20日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月20日)

前連結会計年度末
(平成22年２月20日)

　 　

　 1,700.10円
　

　 　

　 1,704.49円
　

　
(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月20日)

前連結会計年度末
（平成22年２月20日）

純資産の部の合計額(百万円) 76,016 76,213

純資産の部の合計額から控除する金額
(百万円)

─ ─

普通株式に係る四半期連結会計期間末
(連結会計年度末)の純資産(百万円)

76,016 76,213

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た四半期連結会計期間末(連結会計年度
末)の普通株式の数(千株)

44,712 44,713

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日 
  至　平成21年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年２月21日 
  至　平成22年５月20日)

１株当たり四半期純利益 2.25円
　

１株当たり四半期純利益 7.27円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　
(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日 
  至　平成21年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年２月21日 
  至　平成22年５月20日)

四半期純利益(百万円) 100 325

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 100 325

普通株式の期中平均株式数(千株) 44,699 44,713

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年７月２日

株式会社オークワ

取締役会　御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久　　貝　　陽　　生　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　清　　水　　和　　也　　印

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社オークワの平成21年２月21日から平成22年２月20日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成21年２月21日から平成21年５月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オークワ及び連結子会社の平成21年

５月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は当第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年７月１日

株式会社オークワ

取締役会　御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久　　貝　　陽　　生　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　清　　水　　和　　也　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鎌　　田　　修　　誠　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社オークワの平成22年２月21日から平成23年２月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平

成22年２月21日から平成22年５月20日まで）及び第１四半期連結累計期間(平成22年２月21日から平成22年

５月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オークワ及び連結子会社の平成22年

５月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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